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２月３日（日）市長を 

“双子の図書館”は近現代建築の文化財に相当 
旧図書館の活用をめざす会で、設計担当した建築家が提案 

旧明石市立図書館を解体する計画に対して「半世紀を経た歴史的な文化資産」である旧図書館は、一緒

に建てられた「双子の図書館」でもある県立図書館とともに、明石公園の貴重な「近現代建築の文化財」

として保全活用の道を探るべきではないか。 

5月 24日アスピア明石の市民活動センタ

ーで開かれた「旧図書館の活用をめざす

会」で、半世紀余り前に両図書館の基本設

計を担当した建築家・竹山清明さんが当時

の建築の経緯や特徴を話したうえで、明石

公園の歴史的景観を形づくり、明石市内に

は数少ない“現代モダニズム建築物”をま

ちの文化資産として継承していくべきでは

ないかと訴えた。 

現代モダニズム建築を生かした外観 

煉瓦壁と打ち放しコンクリートの対比 
設計に際しては、当時としては珍しい県立・市

立の図書館を一体的に建設する特徴を生かして、

後世に残る現代モダニズム建築になるように意識

して、煉瓦壁と打ち放しコンクリートが 2つの図書館

の特徴的な外観として周囲に巡らせた。2つの図書館の

アプローチ部分にある中庭は、本来は散策や休憩空間

として設計していたが、残念ながらそのようには使わ

れなかったという。 

県立図書館の耐震補強と全面改修は、当初の建築景

観を損なわないように丁寧な工事が行われており、と

くに構造強度だけを考えた耐震改修を避けた優れた事

例になっている。 

登録有形文化財の資格が十分ある「街の誇り」 
文化庁は 1996年から近現代建築を保存する目的で、

築 50年を経過して地域の歴史的景観に寄与している建築物を有形文化財に登録する制度を進めている。

ヨーロッパの街並みのように“街の誇り”となる建築物を大事にしていく時代に対応している。明石公園

の図書館はその価値が十分ある。歴史的な建築物が乏しい明石のまちに是非残してほしいと語った。 

この日の集会には約 40人の市民が参加し、市が進めている「解体＆新施設案」「解体して県に返還す

る」「貴重な建物を保全し街のシンボルとして活用する」という“3つの案”をめぐって活発な意見交換

を行った。主催団体は議論を整理し、改めて要望書をまとめて市長や議会に提出する。 
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3 月議会で否決された旧図書館跡利用計画を修正、6 月議会に再提案か  
解体設計見直しで地下部を残し防災倉庫案加える 明石公園会合で先行公表 

 明石公園の旧市立図書館跡の利活用計画は 3月

市議会で市が計画している関連予算が反対多数で

否決され、市は計画の見直しに迫られていたが、 

5月 23日開かれた兵庫県の「明石公園みんなの未

来ミーティング」の会合で市の担当部長らが資料

を配布し、修正案が初めて一般に公表された。 

 旧図書館問題ではこれまでも 2回この会合でい

ち早く説明されることはあったが、一般の市民や

議会にも明らかにされる前に議会が求めた“計画

見直し”後の対応をこうした場を優先して説明し

たことに、市民参画手続きでも今後に問題を残す

ことになった。   

解体に支障が生じていた地下室を残し防災倉庫に転用、年度内に解体着工明示  

入手した修正案によると、旧図書館が地下部分

で県立図書館とつながっており解体撤去にかなり

の変更を要することが分かったことから、地下部

分約 500㎡はそのまま残して「防災倉庫」に転用

する。地上部分は解体し新施設は地下部分の上に

載せるように建設し、別棟の多目的ホールもほぼ

旧建物の南北棟の位置に連ねている。（右図） 

３つの選択肢の「費用比較」を都合よく強調 
この 2年間「解体ありき」の計画推進に対し市

民や議会から批判されてきたことや、3 月議会後

に市民団体が「旧図書館の保全活用案」を真正面

から掲げて市長に要望書を提出していた状況も考

慮してか、「新施設整備のポイント！」と題して

3つの案を比較し「国の財源を最大限に活

用」とする比較表を掲載している。 

耐震工事費の過大見積と国負担の解釈 
ここでは、旧施設を耐震補修して継続

使用するよりも、解体・新設する方が安

くなるという数字を並べているが、耐震

と設備更新費用の過大な見積りと国の補

助金や交付税措置の適用について議会で

も繰り返し指摘された「勝手な都合よい

解釈」がそのままになっている。2024 年

9月議会で梅田議員から「国の公益施設等

適正管理推進事業債の適用見通しが市の

“ご都合主義的な解釈”になっており、

施設を大事に使うという解釈が逆転している」指

摘されたが、是正されないまま押し通している。 

10年前の県立図書館の耐震補強改修工事費は

12.5億円、国の緊急防災・減災事業債等により県

の実質負担は 3.8 億円といわれるが、市の試算は

これを２倍以上上回る。 

2024年の質疑では「広さから言って市案よりも 

5倍の床面積を活用できることを、どう評価する

のか？」と同議員が質したことに対して、市の答

弁は「広い施設は維持管理費が高くつき、財政負

担につながる」というものだった。梅田議員は

「そこまで言うのなら、8億円かけてでも更地に

して県に返したらいい。大事な文化施設として残

す方向について、もう一度県と話し合うべきだ」

と丸谷市長に迫っていた。 


